
 

現代社会においては情報技術なくして生活、企業活動などが成り立たなくなってきてお

り、各家庭にパーソナルコンピュータの普及が進むなど社会の情報化が急速に進展してき

ている。情報技術は産業界において先に普及したが、この中では次々と新しい活用方法が

開発され、仕事のやり方を抜本的に変更し、その業務そのものがなくなってしまったり、

全く新しい仕組みが出てくるなど大きなインパクトを与えてきた。教育界でも、情報技術

の導入が進められ、情報技術に関する教育が行われるとともに、学習を行うためのツール

として情報技術が導入されている。産業界に起こったように、情報技術は今までにない学

習方法を実現しており、様々な活用が模索されている。 

そうした中で情報技術を活用した学習は、これまでにない効果が指摘されるとともに、

導入に当たっての注意点、問題点も徐々に明確になってきている。 

教育は１００年の大計といわれるように、長期的視点から考えなければならない。急速

に進展する情報社会に向かう今後の１０年、２０年後を見据えた情報社会における教育の

あり方について、社会動向、技術動向などを踏まえて本質的な議論を行っていく必要があ

る。現在の小中学生が社会人になったときに何を身に付けていればよいのか。そのために

ｅラーニングはどのような役割を果たせるのか。本報告書は、有識者により e ラーニング

の将来について検討を行ったものである。 

 

１．知識社会の展望 

各家庭におけるパソコン普及率が５７％を越えるとともに、インターネットの接続率

も６０％を越えるようになってきている。現在は、情報化のまさに過渡期である。将来

的には電話やテレビのように各家庭に当たり前のように情報を入手、発信する手段が提

供されるようになってくるであろう。そのときには、パーソナルコンピュータのように

特殊な機器は入らないかもしれないし、携帯情報端末の姿も大きく変わってくるであろ

う。現在のように機械の都合に利用する人が合わせなければならない状況は解消され、

利用する人に機械の側が合わせるようになってくるのではないだろうか。 

社会の展望について考えてみると、国内外で多くの提言が行われているが、２０１０

年から２０２０年を展望して社会の姿を整理すると図１のように整理することができる。

少子高齢化の中で知識中心の社会になっていき、その中での個人の在り方が変わるとと

もに、個人を取り巻く雇用の在り方、学びの仕組みの在り方も大きく変わっていくであ

ろう。 
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将来考えられる社会像

雇用

テレワークワークシェア

終身雇用から個人契約へ

年功序列から成果主義に

専門性の重視

余暇時間の活用

高齢化の進展

女性の活躍

生涯学習社会

知識社会

多参画社会

知識創発型社会

自己研鑽の増大

個人

社会

学びの仕組み

自立した個人

多様な選択

多様な価値観
個性重視

生き甲斐自己実現

希望、能力を最大限発揮

人並みではないことの価値追求

生涯学習時間の増大

男女の役割分担の見直し

再挑戦できる

生活にゆとりと充実

国際化
創造性、独創性

表現力、交渉力

社会、地域、家庭での教育

人生を選択

グローバルビジネスの増大

給与のグローバルマーケット化

年齢、性別による差別の消滅

誰でも情報を発信

情報、技術、想像力が集積・発信

適正な評価による格差

自ら考える能力

働き方の柔軟・多様化
多様な参加機会

意志決定

生涯現役社会

循環型経済社会
ＮＰＯの活躍

行政のワン・ストップサービス化

グローバル化

 

将来考えられる社会像 

 

 

これらの環境変化の中で学びの枠組み事態が変わってきている。近年、学力の低下や

理解度の低下が指摘されてきたが、最近特に問題になっているのが学ぶ意欲の低下であ

る。これは、これまでの学歴、年功序列を中心とした一本道型の社会モデルから個人を

中心とした新しい社会モデルへの変換期であることが一因と言える。社会に出る前の生

徒や学生に、目標を設定するための新しい社会像やその中の多様な人生モデルを提示し

ていくことが重要ではないか。この中では、以下のような仕組みを提供していく必要が

ある。 

・ 学ぶチャンスを幅広く提供 

・ リスタートできるチャンスを幅広く提供 

・ 専門人材を評価する企業、社会システム 

・ 社会人になってからも学校に戻って学べるシステム 

 

また、社会の変化を捉えていく一方で、こうした社会を支える技術の変化も捉えてい

かなければならない。２０１０年には高速なネットワークで社会全体がつながれ、様々

な情報が交換されるとともに、端末の小型化や組み込み化が進んでいくであろう。場面

によっては、現在のようなパソコンがなくなっている可能性も大いにある。２０２０年

にいたっては、情報技術は今でいう電気、水道、ガスのように、全く気にしなくても使

えるインフラになっていくであろう。 

2  



 

２０１０年に予測される技術的環境

モバイル

家庭

職場

学校

ネットワーク速度150Mb/s

ネットワーク速度40Tb/s

ネットワーク速度40Tb/s

ネットワーク速度150Mb/s

フレキシブルディスプレイ

太陽電池で充電可能

充電なしで一ヶ月連続使用可能

自然言語で入力可能
いつでもどこでも無線で接続

多くの業務がコンピュータ内とのエージェントとの会話で行われる

通訳機能つきの電話

通訳機能つきの電話

パソコン性能が現在のスーパーコンピュータ並に

多チャンネル映像配信

すべての家電製品がネット接続

テレビ会議が日常的に

手帳サイズの高機能機

ウェアラブルな簡易型端末

モバイル型テレビ電話

無線監視・計測装置

２時間の映画が約５分で配信

２０分の学習動画教材を約５０秒で配信

高精彩画像１００枚を約１分で配信

遠隔医療

インターネットショッピング

動画のリアルタイム認識

テレビ８０日分を１秒で送信

高精彩画像約４００００枚を０．１秒で送信

２秒間で１００万人規模の処理が可能なデータベース

電子秘書

ヒトゲノム解析が１日で完了

サーバに１００本の映画、１０万曲の音楽、１０万冊の電子図書館

テレビ・映画はSDTVをＭＰＥＧ２で圧縮（６Ｍｂ／ｓ）

高精彩画像は２０００ｄｏｔ×２０００ｄｏｔ×３ＲＧＢ×８ｂｉｔ

１０万円程度で高性能パソコンが購入可能

校内ＬＡＮの活用

遠隔講義の日常化

２０分の学習動画教材約１０００本をを０．２秒で配信

各種シミュレーションの活用

各種電子申請が可能

ヘッドセット型ディスプレイによる作業

 

2010 年に予測される技術的環境 

 

２０２０年に予測される技術的環境

◆処理速度、回線速度、蓄積容量、小型化、省電力化が必
要以上のレベルに到達している

家庭でのネットワーク速度10Gb/s現在のようなパソコンが消滅

１チップのユビキタスコンピュータ
高速道路における自動運転

お手伝いロボットが各家庭に普及

３次元ディスプレイが実用化

自然言語とジェスチャーでコンピュータと会話

コンピュータの性能が人の脳レベルに

バーチャル・マニファクチャリング・システム

防災などで遠隔監視、制御システムが普及

知識産業の生み出す付加価値が全産業の過半を占める

カードサイズの自動通訳システム

任意の視点の３次元画像が可能に

 

2020 年に予測される技術的環境 

 

このように社会や技術環境は大きく変わっていくが、求められる人材像は、従前から

求められていた人材像と大きく変わっていない。指摘するとすれば、これまで以上に

「自ら考える力」「コミュニケーション力」「人間性、教養」が重視され、その人材を

育成し、伸ばしていく環境整備の重要性高まってきていることであろう。 
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情報社会に求められる人材像

幅広い教養

主体性

プロ意識

知力

情報リテラシー

アナログ能力

抽象的論理能力

創造性

創造性

企画力

変化への柔軟性

対人能力

専門性

主体的に考える力

論理的に考える力

表現、主張する力

個性を活かす

豊かな人間性

社会性

情報リテラシー

自ら学ぶ力

日本人としての自覚

柔軟性

生きる力

能力、適性に応じた教育
多様な選択機会

自発的な能力開発
柔軟な組織構造

従業員の訓練強化
能力主義

コア人材化

家庭・学校
卒業後

 

情報社会に求められる人材像 

 

このような環境の中では、単純な作業はコンピュータなどにより実行され、人々は、

「知識を活用する仕事」や、暖かみや付加価値のある「人にしかできない高度なサービ

ス」を担うようになっていくであろう。 
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２．ｅラーニングという新たな学習環境 

社会、技術、人材像が変化している中で、ｅラーニングが新しい学びの手法として注

目されている。 

 

（１）ｅラーニングの特徴 

ｅラーニングとは、その頭文字のｅに表されるように、ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ（電

子的な）つまりコンピュータやネットワークを使った学習という意味である。情報技

術を使うことにより、これまで実現しなかったような新しい学びの形態を可能にして

いる。しかし、ｅラーニングにも様々な捉え方あり、情報技術を使っているもの全て

という意味でこの語が用いられることもあれば、もっと限定されたものとして捉えら

れることもある。そこで、ｅラーニングという語を定義する前に、その特徴を整理す

る。 

 

ｅラーニングの特徴 

●個別学習 

個人の学習ペースや理解度に応じて学習できる。個々人に合わせた専用コ

ースを提供することができる。 

●学習者が主体性をもつ 

学習者が自分の興味や目的に応じて主体的に学習できる。 

●教材の選択範囲が大きい 

ネットワーク上から様々な教材を探し出し使うことができる。また、学習

者が教材を作成して、ネットワークを通じて提供することも可能となる。 

●インタラクティブ 

学習者は、コンピュータ等の情報機器やネットワークに接続した指導者、

他の学習者と対話をしながら勉強することができる。 

●進捗管理が容易 

インタラクティブに勉強していく中で学習履歴が蓄積されていくので、学

習者が自分自身で学習進度を確認する事ができる。指導者も学習者の学習履

歴を見て適切な指導を行うことができる。 

●いつでも、どこでも 

教室や講義時間というものを意識しなくても、好きな時間に情報機器を使

って学習することができる。また時差を利用して、学習者も指導者も自由な

時間に参加することができる。 

●だれでも 

従来の学習手段では参加が困難であった障害を持つ人にも、情報技術の支

援により学習機会を提供することができる。 
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●低コスト 

学習者にとっては、通学費用など学習することに伴って生じる間接的な費

用がかからないので、学習に必要な費用の総額を抑えることができる。 

●分散している学習者に学習機会を提供 

帰国児童や外国人子女のように多拠点に分散している学習者に対して、場

所に関わらず適切な学習機会を提供することができる。 

●学習効率、研修効果の向上 

個人の理解度や関連知識の有無に合わせた教材を使うので学習が効率的に

できる。 

●教材の配信スピードが迅速 

ネットワーク化されたところであればどこにでも、瞬時に最新の情報を配

信することができる。 

●教材の蓄積と再利用が容易 

教材が体系化されてタイトルなどの教材情報も付加されるため、蓄積した

教材を再利用することが容易にできる。 

 

こうしたメリットがある一方で、機器がないと学習できない、一人で学習する場合

には緊張感が維持できない、学習途中に簡単に質問ができないものもあるなどの解決

すべき課題も指摘されている。 

これまでの学びの形態は教室における人的コミュニケーションが充実しているなど

様々な長所があり、ｅラーニングは知識習得が効果的にできるなどの違った面の長所

がある。これはそれぞれの長所の一例であるが、これまでの方法とｅラーニングを場

合により使い分け、組み合わせを最適化していくことにより、将来に向けた人材育成

を効果的に実現できると考えられる。 

電子商取引も話題になり始めた当初は、すべてがインターネット上でできるように

いわれたが、実際にはリアルの世界とサイバーの世界が組み合わされることにより最

大の効果をあげることがわかってきており、クリック＆モルタルといわれている。今

後は、経験を重ねていく中で、教育版のクリック＆モルタルを作り上げていく必要が

ある。 

 

また、ｅラーニングは学習の形態が変わるだけではなく、学びそのものを変化させ

ているケースも見受けられる。 

 

ｅラーニングによる学びの変化 

●教えてもらうから自発的な学習へ 

これまで日本の教育は、講義を聴くといった受け身の学習が多かった。し
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かし、情報技術を使った遠隔講義やシミュレーションを用いた授業などでは、

学習者が主体的かつ自発的に学習するようになった。 

●個人の興味の追及 

ネットワークを通じて広く情報を収集したり、遠隔地の同じ興味を持って

いる人と交流することが可能になり、興味を追求することができるようにな

った。 

●弱点の把握と補強 

学習データを分析することにより苦手分野が明確になり、躓きなどの根本

的な原因を解決できるようになった。 

●学習コミュニティの構築 

研修で同じクラスに属していたなど、同じ学習目的を持った学習者同士が

ネットワークコミュニティを作ることができるようになった。 

●新たな連携 

学校間、学校と企業、学校と地域、小中高校と大学などこれまでの組織の

枠を超えた新たな学習ができるようになった。 

  

（２）定義 

様々な特徴を踏まえるとｅラーニングは以下のように定義できる。 

「ｅラーニングとは、情報技術によるコミュニケーション・ネットワーク等を使っ

た主体的な学習である。ここでは、コンテンツが学習目的に従い編集されており、

学習者とコンテンツ提供者の間にインタラクティブ性が提供されていることが必

要である。ここでいうインタラクティブ性とは、学習者が自らの意志で参加する

機会が与えられ、人またはコンピュータから学習を進めていく上での適切なイン

ストラクションが適時与えられることである」 
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３．ｅラーニングの役割と今後の可能性 

ｅラーニングといっても場面毎に活用の仕方は異なる。ここでは、各場面におけるｅ

ラーニングの役割と今後の可能性について展望する。 

 

（１）初等中等教育でのｅラーニングの役割と今後の可能性 

学校の教育を中心にして、社会、地域、家庭での教育が重視されていく。その中で、

自ら考える力、創造性や独創性、表現力や交渉力をはぐくんでいくこととなる。今後、

社会は知識を中心とした社会に向かっていくと考えており、情報を収集、理解、活用、

交換、発信していく情報リテラシーが求められてくる。 

学校にはコンピュータ教室が整備され、各教室にもコンピュータが整備されるなど

情報環境が整備され、課外活動で用いるための各種機器も導入されるであろう。各家

庭においてもコンピュータが普及し、当たり前のように情報機器が使われるようにな

る。また、地域においても図書館、公民館などの社会教育施設で情報機器が活用でき

るようになる。 

●個を確立し伸ばすためのｅラーニング 

学内外の人との幅広い交流や、多くの情報に触れ、発信する機会を提供す

ることにより個人の価値観などの醸成に寄与する。 

総合的な学習が行われ、これまでの知識を提供することを中心にした授業

から、考えることを中心とした授業も重点をおかれるようになってきている。

個を確立するには、海外との遠隔授業により国際的な感覚や文化の差を理解

したり、地域間の差を理解したり、様々な情報、意見が飛び交う中で自分な

りの考えを整理することも重要である。遠隔地間の交流や、情報収集による

ｅラーニングは、今後の初等中等教育における実践的な授業として定着して

いくものと考えられる。 

また、個人の興味の追及という点からもｅラーニングの果たすべき役割は

大きい。これまで、恐竜など特定のテーマについて興味を持ったとしても集

められる情報には限界があり交流できる相手も住んでいる地域内などに限定

されていた、しかし、ネットワークを使いその分野の知見を深めていき、さ

らに同じ興味を持つ子供たちと天才クラブのようなものを作り、子供のころ

から専門家と討議などを行うことにより、将来を担う人材が輩出される可能

性さえ持っている。 
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Network

特定テーマについて様々
な人たちと意見交換

天才クラブ

第一人者

 
●自ら考える力や想像力を高めるためのｅラーニング 

これまで目で見ることのできなかった現象を可視化したり、多くの情報を

集め幅広い視点で検討すること等により自ら考える力や想像力を醸成する。 

シミュレーション教材のように、自ら参加しながら学習できる仕組みが安

価に提供されるようになる。そこでは、様々なことを試行錯誤して理解を深

めるだけではなく、自分の考えていたイメージを具現化することや検証して

いくことができるかもしれない。自分で設計した飛行機をシミュレータで飛

ばすことなども可能となる。また、様々な情報が集まるので、それらを比較、

分析する手段を提供することにより、新たな発見や創意工夫を発揮できるか

もしれない。 

情報の可視化などを通じて考える力や想像力を育成  

●効果的に学習するためのｅラーニング 

学習成果をきめ細かく把握することにより、本人、指導者、親等に対して

学習計画などを立てるための指針を提供する。 
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コンピュータなどを使って自学自習する場合には、学習履歴が残り、その

結果を分析することによって、早期に躓きを発見したり、躓きの本質的なを

特定し取り除いたりすることが可能になる。本人にとっても指導者にとって

も、単なるテストによる定点での評価ではなく学習プロセスで評価を行うこ

とができるので、より正確な指導が可能になる。また、躓きを発見するのと

は逆に才能を見つけ出すことも同様に可能である。早い段階から才能を細か

く把握し育んでいくことができるかもしれない。 

躓きを取り除く

才能を発見  
●学ぶ楽しさを実現するｅラーニング 

学習内容を深く理解できるようになることや様々な視点から学習を発展さ

せることができることなどにより学ぶ楽しさを実現できる。 

学年が進むにつれて授業の内容が理解できないために勉強することがつま

らなくなっている子供たちがいる。また、学校の授業の枠でしか勉強できな

いため授業が楽しくない子供たちもいる。ｅラーニングを効果的に活用して、

理解が進むのであればもっと学ぶことが楽しくなるかもしれないし、疑問点

やどうやって使うのかと言う好奇心の追及をすることにより学ぶことが楽し

いことだということを気づかせるかもしれない。 

興味に応じてより深く勉強

理解度に応じてきめ細かい指導  

●学校と地域や家庭との壁をなくすｅラーニング 
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生徒の質問に親や地域の住民が答えたり、交流を行うなど、地域に融合し

た学校を実現する。 

学校で勉強や調べものをしているときに、近所に住む専門家に質問メール

を送ったりする事が可能になる。また、学級新聞を公開することなどにより、

住民と深いコミュニケーションを図ることも可能になる。さらに、家庭への

連絡にも使うことが出来る。宿題も学校のコンピュータに接続して行うこと

が可能になる。 

Network

教室から地域の人に質問

学級通信などで交流  

Network

家庭での宿題や保護者との
連絡に利用

 
●多様な学び方を提供するｅラーニング 

学校に通学することができないもしくは困難で、学校外に学びの場が必要

な子供に、学ぶ機会を提供する。 

病院に長期入院している生徒や不登校など、他の場所で学ばざるを得ない

子供にネットワークを通じて学習の機会を提供する。単なる教科の学習だけ

ではなくコミュニケーションなども含めた様々な経験を、ネットワークを通

じて実現する。また、飛び級などにより、大学入学前に大学の授業を学校内

で受講することも可能になる。 
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Network

学校に通学できない子供に
学ぶ機会を提供

不登校

長期入院

 
 

●学校の校外活動、社会活動を支援するｅラーニング 

学校の外での活動する場合の情報収集等を支援し、より深い学習を可能に

する。 

遠足で校外にでるときに、事前に行き先の情報を調べたり、現地からネッ

トワークを通じて植物の種類を調べるなど、限られた時間に行う校外活動を

より効果的に活用することが可能になる。また、ボランティアなどの活動を

する場合にも必要な知識をネットワークを通じて収集したり、他の地域のボ

ランティアと情報交換することが出来る。 

校外でも携帯端末などで調べものに活用

水族館

事前学習

 

以上のように、ｅラーニングは様々な活用が期待されており、次のように全体像は

整理できる。 
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Network

Network Network

天才クラブ

水族館

事前学習

Network

情報の可視化
シミュレーション

自学自習

大学

メディアセンター
（図書館）

学級新聞

長期入院

宿題

家庭との連絡

不登校

コンピュータ
を使った授業

コンピュータ教室
情報化された

専門教室
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File Disc on ne c t Ed it Se ttin g Ne two rk He lp

Te lne t - V AX
File D isc o nn ec t Ed it Se tting Ne twork He lp

Telne t - su nn y
File Disc o nn e ct Ed it Se tting Ne two rk He lp

Pin g - IBM
File Ho st Op tio ns He lp

64 b yte s fro m p s2 (100 .1 00.1 00.5) :
icm p _se q= 91,

----p s2 PING Stat ist ic ----
92 p a ckets t ra nsmit te d , 92 p a ckets re c eive d,
0%
ro und -t rip (m s) m in/a ug /m a x = 0/0/20
[< /ho me /zu i> ]< /hom e/zu i>

6 4 b yte s re c e ive d , ic m p _
6 4 b yte s re c e ive d , ic m p _

サイバーテキスト／ノート

 
 

（２）高等教育でのｅラーニングの役割と今後の可能性 

高等教育機関の役割は多様化しており、高等教育機関として、研究機関として、そ

して教養教育の機関としての役割が求められてきている。特に各機関は専門性の強化

が求められており、専門講座の充実と専門外の分野での学外との連携が重要となって

くる。また、少子化の影響により学生数が少なくなってきていることから、各高等教

育機関は、魅力的な講座を提供していくことが求められている。単位の互換も可能に

なったことから今後は様々な連携が進んでいくと考えられている。 

大学間には現在も衛星による遠隔講義のシステムが整備されるとともに、学生が容

易にコンピュータにアクセスできる環境が整備されてきている。学生が入学と同時に

コンピュータを購入し、授業で積極的に使っている高等教育機関も増えてきている。 

●多様な講座を提供するｅラーニング 

ネットワークを通じて講座を集めることにより、学生に対して多様な選択

肢を与える。 

これまでの教育機関では、その学校に在籍する講師による講義もしくは外

部から招いた講師で講義を行うしかなかった。しかし講師を選定、招請する

のは難しく、必ずしも適任者に講義を任せられるわけではなかった。ネット

ワークを通じて講義を交換することにより、講義を多様にすることができる

ようになる。たとえば九州の大学にいる第一人者の講義で理論を習得し、実

際のキャンパスで自校の講師により具体的なケースの勉強や実習などを行う

ことも可能になる。 
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Network
企業

専門学校
他の大学 予備校

海外

様々な講座を受講し単位を取得  

●講座を補完するｅラーニング 

単科大学などでは、学外から講座を補完することにより、専門外の講座に

ついても学生が選択することが可能となる。 

自分の学校で専門ではない講義を提供するのは学校にとっては負担である

が、最近は分野横断的な課題も多く、学生は多様な選択肢を求めている。そ

うした要望に答えるためにも遠隔地から講座を提供できるｅラーニングは有

効な教育手法である。特に最近では、入試の競争率が下がったこともあり基

礎学力が不足した学生が高等教育機関に入学する機会が見受けられ、今後も

この傾向が続くと考えられることから高校の授業の補習を遠隔教育で行うの

も効果的である。さらに就職環境が厳しいことからセカンドスクールに通う

学生も多いが、このような学生に対してもｅラーニングは有効な手法といえ

る。 

Network

自校の専門外の講義を外部から補完  

●広く教育機会を提供するｅラーニング 
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どこに住んでいる人にも、教育機関の開講時間に勉強ができない人にも高

等教育の機会を提供する。 

高等教育機関は大都市に集中しがちであり、高等教育を受けたいが受けれ

ない人もいる。このような学習意欲の高い人に対してｅラーニングは有効な

手法である。将来の技術開発を考えると、自宅であたかも講義に出席してい

るような学習システムも開発されてくるであろう。都内でもターミナル駅に

設けた夜間大学院などは盛況であり、今後は、このような需要の多くは、ｅ

ラーニングでサービス提供可能になると考えられる。また、障害者の就職や

出産等で一旦会社を休職したり辞職した女性にも再就職のための高度な教育

を受ける機会を提供できる。 

Network

どこに住んでいる人にもどこで働いてい
る人にも教育機会を提供  

●専門性を強化するｅラーニング 

他大学、企業、研究機関をネットワークでつなぐことにより、自教育機関

の専門性を強化する。 

ネットワークを通じて自校の専門性の周辺領域の講義を集めてきたり、企

業や研究機関の専門家に講義をしてもらうことが可能となる。さらには、ネ

ットワーム上にバーチャルな空間を作ることにより世界中の英知を集合させ

てディスカッションや研究を進めていくことも可能となる。 
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　　　　　　　　　　Network
企業

研究機関

他の大学

海外

各地の専門家を結び専門分野を強化

ネットワーク上で実
験室、会議室を運営

 

●複

トワークでつなぐことにより、授業

数キャンパスを一体化するｅラーニング 

離れた場所にあるキャンパス間をネッ

の交換など一体的な運用が可能になる。 

大学の統合などで複数の既存大学が融合したり、敷地の狭さを解消するた

めに複数キャンパスを持つ大学は多い。教員や学生がキャンパス間で移動し

なくても、別キャンパスの授業を自由に受講できるようになる。 

Network

複数のキャンパスを様々な回線を使
い一体的に運用  

●授

技術の活用等により、大人数の講義においても参加型授業を実現

業を活性化するｅラーニング 

モバイル

できる。 

大教室での小テストを学生のモバイル端末を活用して行うなど、学生の理
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解度を授業中に把握しながら授業を行うことが出来る。また、アンケートの

ように意見の収集を行い、その結果を反映させた授業を行うことが可能にな

る。 

携帯電話などで授業に参加  

●経

ンパスを中心と

営の柔軟度を向上させるｅラーニング 

講座の提供手段、獲得手段を多様化することにより、キャ

した学校経営ではない新しい高等教育機関の経営を実現する 

バーチャル・ユニバーシティのような、大学の講座をブローカー的に販売

する仕組みや、大学から生涯教育講座や企業向け専門講座をネットワークを

通じて販売するなど、今後は多様な販売チャネルが広がってくると考えられ

る。また、講義の購入が一般的に行われるようになると、講師の選別が広が

ることも予想される。高等教育機関では、ｅラーニングにより経営の柔軟度

が高まる一方、大学、講師双方にとって、魅力ある講義を提供することに関

する競争が厳しくなると考えられる。 

　　　　　　　　　Network

企業

専門学校
大学 予備校

海外

ネットワーク上に仮想の大学を構築し、様々な講義を配信  
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以上のように、ｅラーニングは様々な活用が期待されており、次のように全体像は

整理できる。 

学生

地域住民 講義

実習

専門講義

大学

他地域の大学

遠隔講義

遠隔
講義

企業

学校

予備校

講義配信
ブローカー

企業

単独の大学による
バーチャルキャンパス

大学等

大学等

複数大学による
バーチャルユニバーシティ

数学など基礎学力の補習

生涯学習の受講

衛星授業

企業に専門教育

企業講師の活用

大学の講義
を受講 研究機関

共同研究

学生

他大学の授業を受講

デジタルテレビの
講座を受講

駅前教室への講義配信

教材

シミュレーション

遠隔講義の
内容を実習

 

（３

ークなども増えると考えられる。そのときの研修ツールとしても期待

● 

よる講義を業務の合間に受講するなど専門性を高める機

）企業内教育におけるｅラーニングの役割 

企業においては教育研修費用が年々削減される一方で、人材の高度化に対する要求

が高くなってきている。社内の人材を効果的に育成するとともに外部人材の登用など

が行われている。多くの企業では情報基盤が整備され、各個人もしくは職場にコンピ

ュータが整備されておりｅラーニングを行うための環境は整っている。ｅラーニング

を戦略的に活用した人材育成、活用の仕組みは、今後の有効な研修ツールとして期待

されている。また、雇用形態や個人の契約形態が大きく変わるとも予想されており、

今後は、テレワ

されている。 

専門性を強化するｅラーニング 

企業外の専門家に

会を提供する。 

技術の進歩が早いため、高等教育を卒業した人でも、卒業後数回は高等教

育機関による再教育を受けるようになると考えられている。社外の専門家か

ら新しい知識、技能を入手できる講義を、業務を抜けることなく受講できる
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ｅラーニングは有効な学習方法である。また、様々な講座が安価に提供され

ることにより、企業研修のみならず自費による自己啓発としても有効な学習

方法として普及していくものと考えられる。集合研修においても、予習を組

み合わせた効果的な研修を組み立てることが出来るとともに、研修終了後に

講師を含んだメーリングリストにより専門家のコミュニティを作ることが可

能であり、継続的に専門性を維持していくことも可能になる。 

Network

Network

研修は実技のみ
は学習コミュニティーができる事前ｅラーニングが求められ、事後に

大学等研修部門

業務の間に専門性をアップ

 

●転

の業務に従事しながら、新しい業務、知識の習得を図る機会を提供す

職、人材の再配置を容易にするｅラーニング 

現在

る。 

社内での人材の再配置や社外での人材の流動が盛んになってきている。仕

事の内容が抜本的に変わることも多く、このときにスムーズに移行を進める

手段としてｅラーニングは有効である。業務の合間に次の業務に向けた勉強

などを行うことができ、移行教育期間を短縮することができる。 
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業務の合間に新しい技能を習得し、新しい職場へ

研修機関

新職場

 
●組織としての知識の活用を促進するｅラーニング 

個人についていた知識を、ｅラーニングを導入することにより形式知に整

理することを促進する。 

これまでの研修の目的は個人の能力の最大化に置かれていたが、ｅラーニ

ングを導入することにより、業務ノウハウが形式地として蓄積されていく。

企業の知識ベースと組み合わせてｅラーニングを行うことにより組織の総合

力を高めていく組織学習は、今後の企業の知識管理の中心になっていくもの

と考えられる。この組織学習をどのように作っていくかは、今後の企業の競

争力に直結してくると考えられる。 
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Network

教材が知識として集積され
様々な部門で活用される

各部門

研修部門
受講社員

知識ベース

 
●人材育成投資を効率化するｅラーニング 

移動費用などの研修にかかる間接費用を削減し、人材育成内容への投資を

増加させる。 

これまでの研修費用は間接的な費用が大きかったが、ｅラーニングを導入

して自席もしくは職場の学習スペースで学習できるようにすることにより大

幅にコストを削減することができる。また、多忙な第一線の人材に教育機会

を提供するとともに、業務を離れることにより発生する機会損失をなくして

くれる。 

各企業とも自社内に研修機関を維持していくことは効率的ではなくなって

きており、その抜けた機能を外部研修機関によるｅラーニングが補完してく

れるものと期待がされている。 
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業務の合間に自席で学習可能なので業務に空白ができない

 

●組織のガバナンスを向上させるｅラーニング 

企業にとって重要な情報を、素早く、わかりやすく伝えるとともに、その

理解度も把握することができる。 

セキュリティ教育や環境教育のように組織全体で取り組まなければならな

いテーマに対して、職員の理解状況や受講状況を一元的に把握することがで

きる。製品安全情報など短時間に習得する必要のあるものには、未受講者に

対して督促をすることも簡単にできる。 

指示を学習システムで配布し、指
示の受け取り状況や理解度を把握

 
●顧客に高度なサービスを提供するｅラーニング 

職員向け研修に加えて、取引先や自社製品のエンドユーザにトレーニング

を行うことができる。 

これまで社内で導入する教育、訓練の仕組みは職員向けのものが中心であ

ったが、ネットワークを使うことにより、製品の詳細情報や追加情報を代理

店、利用者などに幅広く提供することが可能になる。これらのインタラクテ

ィブな情報の交換を通じて顧客との関係強化も図ることが可能となる。 
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Network

代理店、取引先

顧客

教材を社内教育だけではなく、
代理店教育や顧客サービスに
使いサービスレベルを向上

社内研修

 
 

以上のように、ｅラーニングは様々な活用が期待されており、次のように全体像は

整理できる。 

NetworkNetwork

大学等研修機関

Network

各部門

研修部門 社員

知識ベース

Network
代理店、取引先

顧客

社外専門家
（フリーエージェント）

自己啓発

学習コミュニティ

専門家とし
て参加

独自にキャリアアップ

ガバナンス

 

 

（４）生涯学習における役割 
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生涯学習機関は数多くあり様々な講座が提供されている。今後の社会は、多様で選

択していく社会になると考えられており、さらに多くの講座に対する要求が高まって

くると考えられる。また、高齢化が急速に進んでおり、余暇としての生涯学習へのニ

ーズが高まってくることも見逃せない。学習者も、ＩＴ講習などによりコンピュータ

の活用方法がわかってきており、コンピュータに対する抵抗がなくなってきている。

今後、情報機器の操作はさらに簡単になり、誰でも利用できるようになってくる。こ

れらの状況から、これからｅラーニングに取り組む人も増えてくると考えられる。 

● 広く学習機会を提供するｅラーニング 

ネットワークを通じて誰でもいつでも受講を可能とする。 

外出しなくても自宅で様々な講座を勉強できることから、外出が不自由

な人に対しても学習機会を提供することができる。また、遠隔地から配信

するだけではなく公民館などの地域拠点における実習と組み合わせること

によってより効果的な学習モデルを構築することができる。 

Network

どこに住んでいる人にもどこで働いてい
る人にも教育機会を提供

公民館などでの実技講習
との組み合わせも可能

Network

どこに住んでいる人にもどこで働いてい
る人にも教育機会を提供

公民館などでの実技講習
との組み合わせも可能

 
● ニッチな学習機会を提供するｅラーニング 

受講者が少なくて生涯学習機関単独ではできなかった講座をネットワー

クで実現する。 

居住する周辺に同好の人がいない趣味等においてもネットワークを通じ

て意見交換や情報交換を行うことができる。ネット上のコミュニティとあ

わせ展開することにより効果的に学んでいくことが可能となる。 
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各地の教室では受講生が
充分集まらないニッチな分
野の学習機会を提供

各地の教室では受講生が
充分集まらないニッチな分
野の学習機会を提供  

● 余暇を充実させるｅラーニング 

々な選択肢を提供する。 講座を集積させることにより様

余暇の過ごし方として学習したいという人が多いが、これまで、教室が

近くになかったり、希望の講座がないなどの理由により潜在需要化してい

た。ネット上で多様な選択肢を提供することにより、テレビのように一般

化していくことと考えられる。 

Network

あらゆる分野の学習が可能

 
●自己研鑽による専門性のアップとチャンスを増大させるｅラーニング

価に提

 

労働者に対し企業外での自己研鑽の機会をいつでも、どこでも、安

供する。 

雇用状況が不安定な中で専門知識習得に対する要望が増えてきている。ま

た、実力主義が広がっていることから、今後、自由な時間に自分のペースで

勉強できるｅラーニングは個人学習の柱になっていくと考えられる。 
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Network

研修機関

研究機関
大学

海外

専門性を磨くために最新知識を習得  

●新たな社会進出を可能とするｅラーニング 

障害者や在宅の女性に、高度な知識の習得を通じて就業の機会を提供する

事ができる。 

これまで障害者雇用が盛んに推進されるものの学習機会が限られていた障

害者はなかなか高度な職に付くことが難しかった。ｅラーニングにより高度

な教育を受ける機会を広げることと在宅就労の実現により障害者に新たな社

会進出の機会を提供できると考えられる。また、高等教育を受けた女性が、

出産などにより休業もしくは退職している場合も多いが、ｅラーニングで最

新の知識を再度学習することを通じて、再就職や高度な在宅就労を可能にす

る。 

　　　　　Network

大学

企業

研修を受け再就職（通勤、在宅就労）

研修を受け就職（通勤、在宅就労）

 
●社会学習施設を活性化させるｅラーニング 

地域の社会学習施設でのスクーリングと組み合わせることや高度な設備を

活用することにより、社会学習施設を学習拠点として活性化させる。 

社会教育施設の高精細ディスプレイで遠隔教育を受講したり、教室での実
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技を含んだ講座を受講できるようにすることにより施設利用者の増大につな

がり、多様な受講者が集まることが施設の活性化につながっていくと考えら

れる。 

講義

実習

専門講義

公民館等

大学等

遠隔講義

社会教育施設で様々な講座が受講可能  
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４．ｅラーニングの負の側面 

ｅラーニングは、学びの場が直面する学力の低下、学ぶ意欲の喪失などの新たな課題

を解決する可能性を秘めている。しかし、ｅラーニングの利益を享受するためには、少

なくともコンピュータなどの情報機器を持っていて回線費用を支払うとともに、これら

を十分に使いこなせなければならない。デジタルデバイドとして認識されているものの、

まだ十分に対策は打たれていない。今後は公民館などの社会教育施設など地域で持てる

資源を最大限活用して、全ての人が容易に利用する環境を提供するとともに、より安価

の機器の開発、レンタル制度、リサイクルなど、支援が必要な人の環境に合わせた多様

で選択可能な支援策を提供していく必要がある。 

また、インターネットには間違った情報などが載っていたり、爆弾の製造方法などの

犯罪情報などが載っている場合もある。また、アダルトコンテンツなども大量に流れて

いる。これらの有害情報に対処する仕組みも今後検討をしていく必要がある。 

身体的な影響にも考慮が必要である。長時間のディスプレイの凝視は目などに負担が

かかり、姿勢も悪くなりがちである。電磁波の問題も指摘されており、これら健康に対

する配慮も必要になってくる。 

障害者に対しては、どこでも勉強できることや、各種支援機器の整っているコンピュ

ータを使って学ぶことができることからｅラーニングが学びの機会を増大させてくれる

ものと期待されている。しかし、実際には、障害者が利用しやすいように配慮している

教材はほとんどないのが現状である。今後啓発活動などを行っていく必要がある。 
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５．学習社会、知識社会の実現に向けた提言 

ｅラーニングは、これまでの学習方法に加えて様々な選択肢と広がりを与えてくれる。

しかし、まだ、本格的に普及するには数々の課題があるものの、生涯学習社会、知識社

会に向けた大きな社会的な基盤になっていくことから、実現に向けて以下の取り組みを

行っていく必要がある。 

政策担当者 

●制度面からの支援 

ｅラーニングが促進されるような規制緩和や支援制度の整備など制度面から

の整備を行う。 

●標準化の推進 

教材の流通性を高め、競争を促進するための標準を整備していく必要がある。 

●研究開発の推進 

ｅラーニングを効果的に行うための基礎研究開発を行わなければならない。 

●経験の蓄積 

ｅラーニングを効果的に行うための事例や研究成果を蓄積していく必要があ

る。 

  教育機関 

●品質の評価 

単位交換するための仕組みつくりと品質評価の仕組みを整備する必要がある。 

●効果の測定 

ｅラーニングによる学習の成果を目に見える形で評価していく必要がある。 

●指導者の育成 

ｅラーニングを使って講義する指導者の育成をしなければならない。 

●インストラクショナル・デザイン 

教材を作成する専門家を育成する必要がある。 

●スキル標準 

専門職に関しては教えるべきスキル標準を整備する必要がある。 

  企業 

●戦略ツールとしての導入 

単なる人材育成ツールではなく、競争力強化のための戦略ツールであること

を理解しなければならない。 

●外部教育サービスの積極的採用 

人材育成を効果的に行うために、外部の教育サービスを社内の研修システム

に組み込んでいく必要がある。 

●能力本位での評価 

自己啓発などで能力開発した人材を適材適所で登用するなど、能力に基づく
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評価を行う必要がある。 

●柔軟な就労形態 

高等教育機関での再教育のための休職、テレワークなど様々な働き方をでき

る仕組みを整備する必要がある。 

●学習する雰囲気の醸成 

周辺の目が気になり職場でｅラーニングをしにくいという意見が多いが、学

ぶことが業務の一環という意識の改革が必要である。 

  教育システム、コンテンツ企業 

●コンテンツの価格 

誰もが購入しやすいような価格にしないと普及が促進されない。学習者の立

場にたった価格設定が必要である。 

●著作権などの知的財産権の管理 

教材の知的財産権の処理を明確にして流通を促進させなければならない。 

●プライバシー情報 

個人の成績情報がネットワークにつながれることもあり、個人情報保護を十

分に行わなければならない。 

●ユニバーサルサービス 

見やすい画面を作成するなど障害を持つ人でも使いやすいしくみにしなけれ

ばならない。 

●ユーザインタフェース 

学習者が利用する情報機器への入出力を改善する必要がある。 

●画像圧縮と転送 

教材をストレスなく送受信するための圧縮技術と転送技術の研究、開発が重

要である。 

 

これらの問題が解決しｅラーニングが有効な学びの手段となることを通じて、多様な

人生観を持ちみんなが幸せに感じられる社会を実現していかなければならない 
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ｅラーニング関連用語 

 

教育 

子ども（あるいは若い世代）を善くしようとするはたきかけ。(教育学大事典、第

一法規出版) 

学習 

学習とは経験によって新しい行動傾向を獲得したり、既有の行動パターンに熟達

したり、あるいはそのような行動の変化を可能にするような内的過程を獲得した

り組織化、再組織化したりすることをいう。（新教育学大辞典、第一法規出版） 

訓練 

訓（おし）えて、技芸・実務に熟練せしめること。（新教育学大辞典、第一法規

出版） 

研修 

研修は、労働能力を維持・向上させ、より高い労働対価を得るための一手段であ

って、学習活動や実践活動、ないしはそのための訓練を総称していわれる。（新

教育学大辞典、第一法規出版） 

 

Ｌｅａｒｎｉｎｇ 

Knowledge gained through reading and study. (Longman Dictionary of contemporary 

English, Pearson Education Limited) 

Ｔｒａｉｎｉｎｇ 

To teach someone or be taught the skills of a particular job or activity (Longman 

Dictionary of contemporary English, Pearson Education Limited) 

Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ 

The process by which your mind develops through learning at a school, college, or 

university the knowledge and skills that you gain from being taught. (Longman Dictionary 

of contemporary English, Pearson Education Limited) 

Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ 

Formal teaching that you are given in a particular skill or subject. (Longman Dictionary of 

contemporary English, Pearson Education Limited) 

Ｔｅａｃｈｉｎｇ 

To give lessons in a school, college, or university. 

To show someone how to do something. (Longman Dictionary of contemporary English, 

Pearson Education Limited) 

Ｃｏａｃｈｉｎｇ 

A process in which you give a student special instruction in a particular subject. (Longman 
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Dictionary of contemporary English, Pearson Education Limited) 

 

ＣＡＩ(Computer Aided Instruction)、ＣＢＴ(Computer Based Training) 

学習支援システムと同義とされている。学習者の教授・学習活動の支援を目的と

した、コンピュータを用いたある環境（システム）。（教育工学辞典、実教出版） 

ＷＢＴ（Web Based Training） 

広い意味でのＣＢＴシステムの一形態であり、イントラネットやエクストラネッ

トあるいはインターネット上でＷｅｂブラウザを利用して行う教育研修である。

（教育システム情報ハンドブック、実教出版） 

視聴覚教育 

視聴覚メディアを利用する教育方法の総称である。視聴覚メディアの利用やメデ

ィアの開発などの新しいメディアを含む授業設計、教育メディア環境の設計など

より広い概念として捉えられるようになった。（教育工学辞典、実教出版） 

放送教育 

放送教育とは、放送を利用して行う教育活動をいう。しかし、歴史的には、学校

を対象とした活動を主として放送教育といっていた。（中略）放送の手段も、空

中波によるものだけではなく、有線放送や閉回路テレビ（ＣＣＴＶ）によるもの

などへと拡張してきた。さらに、現在では、衛星を介するものや、インターネッ

トなどのネットワークと併用も試みられている。（教育工学辞典、実教出版） 

遠隔教育 

教師が学習者から離れた場所に居ながら授業を行う教育方法で、通信網の発達に

より様々な形態で実施されるようになった。（教育工学辞典、実教出版） 

通信教育 

「通信教育」とは、通信の方法により一定の教育計画の下に、教材、補助教材等

を受講者に送付し、これに基き、設問解答、添削指導、質疑応答等を行う教育。

（社会教育法） 
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ｅラーニングの分類マップ 

 

学習時間
の自由度固定スケジュール スケジュール設定可 自由利用時間内で自由

インタラクティブ性

リ
ア
ル
タ
イ
ム

デ
ィ
レ
イ
あ
り

郵
送
等

ＶＯＤ＋メールの質問　×

教材のアップデートのみ　△

ビデオ＋メールの質問　×

テープ＋メールの質問　×

ソフト教材主体＋メールの質問　○

ＩＴ講習×
調べ学習○
シミュレーション○

ラジオ

テレビ

衛星放送

テープ、ＣＤ

ビデオ

ＶＯＤ

本

一
方
通
行

通信教育

通信教育

WBTイントラネットWBT

学習ソフト

ＣＤ－ＲＯＭ教材

テレビ会議

同期型遠隔講義

CATV

デジタルテレビ

教室（IT利用）

電子ブック

従来の紙教材＋メールの質問　×

電子ブックのドリル

ソフト＋ＡＳＰ　○

e-Learning

 

ｅラーニングの分類 

 

固定スケジュール スケジュール設定可 自由利用時間内で自由

インタラクティブ性

リ
ア
ル
タ
イ
ム

デ
ィ
レ
イ
あ
り

郵
送
等

ラジオ

テレビ

衛星放送

テープ、ＣＤ

ビデオ

ＶＯＤ

本

一
方
通
行

通信教育

通信教育

WBTイントラネットWBT

学習ソフト

ＣＤ－ＲＯＭ教材

テレビ会議

同期型遠隔講義

CATV

デジタルテレビ

教室（IT利用）

電子ブック

電子ブックのドリル

学習時間
の自由度固定スケジュール スケジュール設定可 自由利用時間内で自由

インタラクティブ性

リ
ア
ル
タ
イ
ム

デ
ィ
レ
イ
あ
り

郵
送
等

ラジオ

テレビ

衛星放送

テープ、ＣＤ

ビデオ

ＶＯＤ

本

一
方
通
行

通信教育

通信教育

WBTイントラネットWBT

学習ソフト

ＣＤ－ＲＯＭ教材

テレビ会議

同期型遠隔講義
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